
明田富士山

現場を知る

インタビュー

下調べ

まち歩き

作戦会議・現地踏査・資源の整理

プランづくり

デザインゲーム

プラン発表会

令和4年度　秋田市まちづくりラボ講座（実践講座）2022のご案内

10月30日（日）

東通地区
○○○プラン！

11 1211月 月月6 320日（日） 日（土）日（日）

10：00～15：00

会場：秋田市東地区
コミュニティセンター

検索検索秋田市　まちづくりラボ講座無料

定員15名
申し込みは裏面

主催：秋田市中央市民サービスセンター
共催：秋田市東部市民サービスセンター
運営：NPO法人まちづくり学校

◆問い合わせ

　NPO法人まちづくり学校　事務局

　025-201-9320

　info@machikou.com

参加者
募集

会場：秋田市東部
市民サービス
センター

10：00～15：00 10：00～15：00 10：00～15：00

あきたをおもしろくしたい。
自分をどう活かすか。
まちづくりの現場を舞台に
プランを見出す講座です。
対象
秋田市の在住、在勤、在学（高校生以下を除く）しているかたで、
まちづくりに関心のあるかた
（秋田市で活動している場合を含む）
※４講座とも参加できるかた

ラボ講座まちづくり

講座を展開する
現場は、
秋田駅の東。
東通地区！
日本一低い
富士山



お申込みはこちら
申し込み

右記QRコードを読み取り、
フォームにてお申し込み下さい。

または、Eメールに、氏名、住所、年齢、
電話番号、所属団体名を書いて、
NPO法人まちづくり学校へお申し込み下さい。
Eメール：info@machikou.com

申し込み受付期間
2022年10月7日（金）～24日（月）

まちをつくるひとをつくる

まちづくりのスタートは、現場を知るこ
とです。インタビューのポイントを知り、
まち歩き調査の下準備を進めます。
現場と直結するまちづくりを受講生の仲
間とともに学びます。

まちを見る視点には、さまざまなものが
あります。そのポイントをしっかり押さ
え、東通地区の宝ものを発見しましょう。
観察し、記録し、一覧にし、考察を加え
て整理します。

講師・コーディネーター

大滝聡 おおたきさとし

菅原のぞみ すがわらのぞみ

和田一良 わだかずよし

東通地区のまちづくりプランを考えま
す。大きく二つのアプローチが考えられ
ます。ひとつは地域資源を組み合わせた
企画により東通地区の個性を育て、まち
への誇りや問題を解決するもの。もうひ
とつは暮らしの困りごとを解決すること
です。

地域のキーパーソンをお招きし、新たな
提案のプレゼンテーションを行います。
ゲストからの講評と一人ひとりが自分の
現場にどう生かしていくかをディスカッ
ションし、秋田市のまちづくりをどう進
めていくかを考えます。

※新型コロナウイルス感染症対策により
　内容が変更となる場合があります。

主催：秋田市中央市民サービスセンター 018-888-5642

第 1回　現場を知る方法

第2回　まち歩き調査

第3回　プランを考える

第4回　プラン発表会

まちづくり学校については
下記をご参照ください。

10月30日（日）

11月6日（日）

11月20日（日）

12月3日（土）

10：00～15：00

会場：秋田市東地区
コミュニティセンター

会場：秋田市東地区
コミュニティセンター

会場：秋田市東地区
コミュニティセンター

会場：秋田市東部
市民サービスセンター

まちづくりの
教材を配布

70 machidas
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事業名称

事業概要

■事業に
は誰が参

画するの
？（中心

となる参
画者）

■成果は
どんな形

であらわ
す？

■事業の
実施主体

・運営主
体は誰？

■協力者
・協力団

体は？ど
んな協力

が得られ
るの？

■制約条
件や事業

の推進に
おける注

意点は？

大毎集落
・地域ビジ

ョン策定

集落づくり
のマスター

プランと

なる地域
ビジョンを

住民参加

で作成す
る。

◇山北町
でも比較的

大きな集落
である大

毎（おおご
と）では、こ

れまで

に様 な々地域お
こしの取り

組みを行
った結果

、多くの成
果を生み

だしていた
。平成の名

水100選
に選ばれ

た「吉祥
清水」や「

大毎

米」、都市
農村交流

イベントの
開催（田植

え・収穫
祭・鰈山

水汲

みツアー）
など、豊富

な地域資
源を活かし

た取り組み
は、山北町

の

中でも最先
端を走って

いた。

◇その一
方で、米の

ブランド化
や直売所

の開設、清
水を活かし

た地

これからの
集落づくり

の方向性
を示す地

域ビ

ジョン（集落
づくりのマ

スタープラ
ン）を作成

する。

◇ 集落
では既に

様 な々地域お
こしの取

り組みが
行われて

おり、十分
な成果を

上げてい
る。

◇ 数多く
の地域行

事や事業
があるた

め、新た
な取り組

み

を行うだ
けの余裕

（特にマ
ンパワー

）がない。

◇ 多様な
住民の意

見を集め
、それら

を踏まえ
た上でビ

ジョ

ンを作成
する。

◇ 新しい
地域ビジ

ョン策定
について

は、集落
側も前向

きな

姿勢であ
る。

◇ 県の地
域ビジョン

策定支援
事業とし

て実施（
事業費は

全額県が
負担）

◇ ビジョ
ン策定後

も２年間
は事業実

施経費が
県から出

る。

◇ 地域ビ
ジョン作成

にあたり、
集落内で

検討会議
を発足。メ

ン

バーは、集
落総代・

地域づくり
委員会・

農家組合
・青年団

・

公民館・
婦人会な

どの代表
者。

◇ コーデ
ィネーター

として都岐
沙羅パート

ナーズセン
ターが参

画。

◇ オブザ
ーバーとし

て、新潟県
村上地域

振興局と
山北町職

員が

参画。

◎ 参加の
場は、大毎

集落が主
催

◎ 場の運
営は、都岐

沙羅パート
ナーズセン

ターが担
当

◎ 計画書
のとりまとめ

等の事務
作業は、山

北町職員
が担当

計画書（報
告書）

大毎集落
の住民

大毎集落
   

参加の呼
びかけ・

地元調整

都岐沙羅
PC 

参加の場
の企画・

コーディネ
ート

山北町 
  

事務作業

県村上地域
振興局 

事業管理
・事業費

提供

①これま
での取り

組みに対
する評価

これまで
に行って

きた集落
づくりに

つな

がる様々
な取り組

みを整理
し、それ

ぞれ

について
住民の方

々の意見
を聞く

幅広い意
見を収集

するため
に、ワー

ク

ショップ
形式では

なく、こ
ちらから

出向

いてのイ
ンタビュ

ー方式で
実施する

検
討
会
議

ア
ク
シ
ョ
ン
の
ね
ら
い
・
内
容

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

参加者に簡
単

なアンケー
ト

を実施

11月

収穫祭

○進め方
の確認

○質問項
目の検討

第２回検
討会議

○これま
での取り

　組み内
容の整理

第１回検
討会議

９月

10月

事業を運
営する側

の参画者
と役割分

担を記載
し

ます。誰
が何を担

うのかを
明確にし

ましょう
。

各プロセ
スのねら

いや内容
・成果

等を整理
しておく

と、全体
の流れ

がわかり
やすくな

ります。

会議の種
類や作業

内容別に
段落を

分けてア
クション

の内容を
整理し

ましょう
。

事
業
実
施
に
よ
っ
て
達
成
し

た
い
目
標
を
記
載
し
ま
す
。

具
体
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

の
内
容
を
記
載
し
ま
す
。

制
約
条
件
・
前
提
条
件
を
し
っ

か
り
と
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

事業に取
り組みは

じめるま
での経緯

や取り組
み

実績など
を、しっ

かりと丁
寧に整理

しましょ
う。

●経緯

●実施予
定期間

　域おこ
しなど、

新しい地
域おこしの

アイディア
が集落内

で持ち上

がっても、
既に数多

くの取り組
みを行って

いるため、
新しいこと

に着

手できる余
裕（特にマ

ンパワー）
が無く、具

体的なアク
ションにつ

な

がっていな
かった。

◇そこで、
新潟県村

上地域振
興局の支

援を受け
、これまで

の成果を

踏まえつつ
、集落づ

くりを次の
ステージへ

とステップ
アップさせ

るた

めに、集落
づくりのマ

スタープラ
ンとなる「

地域ビジョ
ン」を住民

参加

で作成す
ることにな

った。

これまで
の取り組

みの成果
を十分に

踏まえつ

つ、集落づ
くりを次の

ステージへ
とステップ

アップ

していくた
めに、新し

い大毎集
落の地域

ビジョン

（集落づ
くりのマス

タープラン
）を、住民

意見を十

分に反映
させて作

成する。

平成 16年
9月～平成

17年 3月

今後の集
落づくり

に

おける理
念を考え

る

②今後の
集落づく

りの方向
性を

　明確に
する

③集落の
未来像を

　考える

⑤行動計
画を編成

する

④未来像
実現の

　具体策
の検討

インタビ
ュー結果

をもとに
、今後

の集落づ
くりの方

向性を明
確にす

るワーク
ショップ

を開催す
る

大毎集落
の未来像

を予測し
、集落の

グランド
デザイン

を考える

未来像を
実現する

ための方
針・方策

を考える

実行に移
していく

た

めの推進
体制、役

割

分担、ス
ケジュー

ル

等を検討
する

大
毎
集
落
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
完
成

住
民

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

○アンケ
ート結果

分析

○インタビ
ュー方法の

検討
第３回検

討会議

○行動計
画の検討

○第４回Ｗ
Ｓに向けた

検討
第４・５

回検討会
議

第１回

ワークショ
ップ

集落の将
来を予測

し

未来像を
考える

第２回

ワークショ
ップ

未来像を
実現する

た

めの具体
策を考え

る

（既存事業
の再編も含

む）

第３回

ワークショ
ップ

実現に向
けた行動

を

起こして
いくため

の

道筋を考
える

第４回

ワークショ
ップ

12月
１月

２月

３月

※検討会
議メンバ

ーも参加
する

アンケート
では

掴みきれな
い住

民の声を聞
く

理念設定
未来予測

方法立案

計画編成

事業の根
本的な目

的（＝理
念）

を記載し
ます。

相互のア
クション

の関係・

順番を矢
印で示す

と流れ

が掴みや
すくなり

ます。

時間軸を
設定する

と、いつ
何を行わ

な

くてはな
らないか

が見えて
きます。

事
業
を
ど
れ
ぐ
ら
い
の
期
間
を
か
け
て

実
施
す
る
の
か
を
記
載
し
ま
す
。

●目的

記載例１

※シー
トに記

載して
いる内

容は、
平成 16

 年度に
旧山北

町（現
：村上

市）の
大毎集

落で実
際に行

われた
もので

す。

◇山北町
でも比較的

大きな集落
である大

毎（おおご
と）では、こ

れまで

に様 な々地域お
こしの取り

組みを行
った結果

、多くの成
果を生み

だしていた
。平成の名

水100選
に選ばれ

た「吉祥
清水」や「

大毎

米」、都市
農村交流

イベントの
開催（田植

え・収穫
祭・鰈山

水汲

みツアー）
など、豊富

な地域資
源を活かし

た取り組み
は、山北町

の

◇その一
方で、米の

ブランド化
や直売所

の開設、清
水を活かし

た地

①これま
での取り

組みに対
する評価

これまで
に行って

きた集落
づくりに

つな

がる様々
な取り組

みを整理
し、それ

ぞれ

について
住民の方

々の意見
を聞く

幅広い意
見を収集

するため
に、ワー

ク

ショップ
形式では

なく、こ
ちらから

出向

いてのイ
ンタビュ

ー方式で
実施する

○これま
での取り

　組み内
容の整理

第１回検
討会議

10月

会議の種
類や作業

内容別に
段落を

分けてア
クション

の内容を
整理し

事業に取
り組みは

じめるま
での経緯

や取り組
み

実績など
を、しっ

かりと丁
寧に整理

しましょ
う。

まちづくりの現場支援や人
材育成、各種まちづくりデ
ザインなどを行っている。
（NPO法人都岐沙羅パート
ナーズセンター副理事長／
総務省地域力創造アドバイ
ザー／長岡造形大学非常勤
講師）

地域運営組織の立ち上げを
新潟で 12年に渡って支援。
地域の個性を引き出すまち
歩きに力を注ぎ、現場を読
み込む構想づくりを続ける。
（新潟県立大学非常勤講師を
2022年 3月まで務める）

ケアマネージャーの仕事を
しながら市民活動団体を運
営し、地域づくりや場づく
りに関する講座や講演を務
める。秋田市新屋在住のコー
ディネーターとして人の輪
を広げている。2022 年よ
り NPO 法人まちづくり学
校の事業推進部メンバー。

ラボ講座まちづくり

本講座には地域の方々（東通地区連合町内会・
東部地域づくり協議会）にご協力いただいています。

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00


